
●市長：「予算編成」
予算づくりはすべての仕事を細かく見直
しチェックする作業から始まります。そ
の上で人やモノ、サービス等にどの程度
の費用がかかるのかを詳細な計画とし
てまとめたものが「予算案」です。市長が
予算案をつくり、市議会に提出します。

●市議会：「予算審議」
市長から提出された予算案は、市議会
で審議されます。市議会議員は多角的
にチェックしながらこれを審議し、最終
的に可決されると予算が決定します。予
算は毎年、年度ごとに組まれています。
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新年度

予算づくりの流れ

市議会市長
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年度の途中で状況の変化や新しい事態が発生した場合にも臨機応変に対応することが重要で
す。このとき市は仕事の計画を一部変更し、同時に予算も見直します。これをまとめた計画を
「補正予算」といい、「予算」と同じように市議会で審議し、認められると予算が変更されるこ
ととなります。
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市が行う「仕事の計画」

財 政

■「予算」は市長が案をつくり、市議会が決定します。
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市は市民が必要としているさまざま
な仕事を行う場であり、どのような
仕事をするのかを示す設計図が「予
算」です。
市では1年間に入ってくるお金「歳
入」と、使われるお金「歳出」を見込
んで「予算」をつくり、これにもとづ
いて仕事を進めています。

「予算」は目的に応じて

つくられています。　

川崎市の
「おさいふ」

1

ことばの解説❶



一般会計
7,366億円
51.0%特別会計

4,939億円
34.1%

企業会計
2,151億円
14.9%

平成30年度

予算
1兆4,456億円

市の基本的な仕事（保健、
福祉、教育、消防、都市基
盤整備、ごみ処理など）を
行う予算です。主に市税で
賄われています。一般会計
のおサイフは１つです。

国民健康保険や競輪なども市の仕事の一部です。これらは特定の収
入があるため独立した予算で収支を明確にし、一般会計とは分けて
います。
川崎市には現在13の特別会計があります。

市営バスや病院などは、それ自体
が民間の会社のように活動してい
て、基本的に自らの収益で運営さ
れています。
川崎市には現在５つの企業会計
があります。 一般会計

企業会計

特別会計

P.3～関連記事
次ページ以降では
本年度の一般会計について
詳しくご紹介しています。

2

予算は収入の種類や使い道などに応じ、分けて扱
われています。
複数の「おさいふ」を使い分けしながら収支を明
確にするのに似ています。

平成30年度 各会計予算の内訳

教 育

福 祉

道路整備

バス事業

病院事業

競輪事業

国民健康保険

■目的などに応じて「予算」は
　大きく3種類あります。
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予算を「小分け」にするのは
なぜでしょうか？

一部の事業については、「小分け」
にすることにより、わかりやすく、
使途を明確にすることが必要な場
合もあるからです。




